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消防出初式・観閲と分列行進の様子
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山高 國央 

                             

伊  都  消  防  署  便  り     （２）

消
防
長
挨
拶 

伊
都
消
防
組
合
が
消
防
業
務
を
開
始
し
、
平
成
22
年

10
月
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
55
年
に
消
防
本

部
を
発
足
し
て
以
来
、
火
災
、
救
急
、
救
助
等
の
各
種
災

害
に
対
応
し
、
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。 発

足
当
時
、
28
人
で
あ
っ
た
職
員
数
も
現
在
54
人
と

ほ
ぼ
倍
増
し
、
組
織
、
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
施
設
面
に
お
い
て
も
、
救
助
工
作
車
、
高
規
格
救
急

車
を
配
備
し
、
又
通
信
指
令
施
設
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
を

充
実
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
の
要
望
に
答
え
る
べ
く

万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
お
け
る
災
害
は
複
雑
多
様
化
、

大
規
模
化
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
又
地
球
環
境
の
変
化

に
伴
い
記
録
的
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
等
の
災
害
が
多
発

し
、
さ
ら
に
、
今
後
必
ず
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
東
南

発
足
30
周
年
を
迎
え
て 

海
・
南
海
地
震
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
消
防
の
責
務

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

発
足
30
周
年
を
経
過
し
た
今
、
こ
の
よ
う
な
災
害
事
象

及
び
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

消
防
の
広
域
化
等
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
消
防
団
並
び
に
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
更
に
強

固
に
し
、
住
民
の
皆
様
の
求
め
る
「
災
害
に
強
く
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
、
全
力
で
邁
進

す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま

す
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

管理者特別点検の様子
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         伊  都  消  防  署  便  り     （3） 

体 

験 

研 

修 

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
・笠
田
高
等
学
校

九
度
山
中
学
校
・高
野
口
中
学
校 

 

伊
都
消
防
組
合
で
は
、

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
の
新
規

採
用
職
員
の
研
修
や
管
内

の
中
学
生
・
高
校
生
が
実

際
に
消
防
署
の
仕
事
を
体

験
す
る
「
職
場
体
験
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。 
 

救
急
訓
練
・
放
水
訓

練
・
救
助
訓
練
な
ど
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
体
験
し
た
事

を
通
じ
、「
命
の
大
切
さ
」
、

ま
た
消
防
士
と
し
て
働
く

こ
と
の
喜
び
や
苦
労
を
知

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

防 

火 

パ 

レ 

ー 

ド 

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
達
が
防
火
パ
レ
ー
ド

を
行
い
「
私
た
ち
の
町
か
ら
火
災
を
無

く
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
力
い
っ
ぱ
い
大

き
な
声
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

〔
橋
本
市
高
野
口
町
〕 

・
高
野
口
こ
ど
も
園 

〔
九
度
山
町
〕 

・
河
根
幼
稚
園 

実
施
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

〔
か
つ
ら
ぎ
町
〕 

・
中
部
保
育
所
・
四
郷
保
育
所 

 

・
丁
ノ
町
保
育
所
・
花
園
幼
稚
園 

・
中
飯
降
保
育
所
・
笠
田
保
育
所 

平
成
22
年
消

防

白

書 
平
成
22
年
中
に
実
施
し
た
主
な
業
務
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。 

１
月 

 

 
 ２

月 

３
月 

４
月 

 
 ５

月 

 

６
月 

出
初
式
（
か
つ
ら
ぎ
町
・
橋
本
市
・
九
度
山
町
） 

平
成
21
年
度
第
４
回
管
理
者
会
議
開
催 

平
成
22
年
第
１
回
伊
都
消
防
組
合
議
会
開
催
（
定
例
会
） 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施 

伊
都
消
防
組
合
〔
署
〕
組
織
変
更
（
三
部
制
へ
の
移
行
） 

消
防
長
会
東
近
畿
支
部
消
防
職
員
意
見
発
表
会
１
名
出
場 

和
歌
山
県
消
防
長
会
警
防
部
会
出
席 

平
成
22
年
度
か
つ
ら
ぎ
町
役
場
新
規
採
用
職
員
７
名
研
修 

平
成
22
年
度
第
１
回
伊
都
消
防･

消
防
団
役
員
会
議
開
催 

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
（
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
） 

第
39
回
和
歌
山
県
消
防
救
助
技
術
会
出
場 

平
成
22
年
度
公
平
委
員
会
開
催 

７
月 

    ８
月 

  

10
月 

   

11
月 

12
月 

 

和
歌
山
県
消
防
長
会
予
防
部
会
出
席 

和
歌
山
県
消
防
長
会
救
急
部
会
出
席 

和
歌
山
県
消
防
長
会
総
務
部
会
出
席 

平
成
22
年
度
第
１
回
伊
都
消
防
組
合
管
理
者
会
議
開
催 

平
成
22
年
第
２
回
伊
都
消
防
組
合
議
会
開
催
（
定
例
会
） 

第
39
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
応
用
登
は
ん
２
名
出
場 

か
つ
ら
ぎ
町
防
災
訓
練
参
加
〔
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
地
区
〕 

平
成
22
年
度
第
２
回
伊
都
消
防
・
消
防
団
役
員
会
議
開
催 

笠
田
高
校
就
業
体
験
学
習
７
名
実
施 

高
野
口
中
学
校
職
場
体
験
学
習
５
名
実
施 

和
歌
山
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
参
加 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施 

九
度
山
中
学
校
職
場
体
験
学
習
２
名
実
施 

平
成
22
年
度
第
２
回
伊
都
消
防
組
合
管
理
者
会
議
開
催 

年
末
火
災
特
別
警
戒
実
施 



                             

（４）      伊  都  消  防  署  便  り  

救  急 

その他 

救  助 

火  災 

830件

197件 
4件 

6件 

6件 

3件 

種 別 警戒出動 支援出動 ドクターヘリ要請

件 数 20 125 9 

☆ 警戒出動とは、火災並びに各種災害発生の危険性がある場合に出動すること。 
☆ 支援出動とは、傷病者が心肺停止・呼吸停止している場合若しくは救急隊のみでの現場活動が困難であると

予想される場合又はドクターヘリ要請時において地上の安全を確保するために消防隊が出動すること。 
☆ ドクターヘリ要請とは、重篤な傷病者をドクターヘリコプターにて搬送すること。 

救急件数
1549件

その他
174件

急病
974件

一般
負傷
235件

交通
166件

救助件数
29件

その他
6件

交通
19件

水難

2件

機械　2件

火災件数
15件

不明

3件

タバコ

　　1件

火遊び

1件

たき火

2件
放火疑

3件

電気関係

5件

0 5 10

九度山町

橋本市高野口町

かつらぎ町

0 500 1000

管外

九度山町

橋本市高野口町

かつらぎ町

518件 

0 5 10 15 20 25 30

管外

九度山町

橋本市高野口町

かつらぎ町

2件 

4 件

4件 

0件 

災
害
等
の
状
況 

平成 22年中に当消防本部管内で発生した火災件数は 15件で、前年より 1件増加しておりま
す。 
出火原因のほとんどが人的要因であることから、住民一人ひとりの心掛けで火災を予防し、

減少させることができると考えられます。 
 救急件数は、前年より 26件減少して、1549件で一日の平均出動件数は、約 4件出動したこ
とになります。 
 救助件数については、29件でその中でも交通事故による出動が約 6割を占めています。 
 その他、警戒出動 20件、支援出動 125件、ドクターヘリ要請は 9件でありました。 

197件

23件

6件

830件

6件

3件



・・住住宅宅用用火火災災警警報報器器ははどどここでで販販売売ししてていいるるのの？？  

「電器店」「防災用品店」「ガス機器店」「家電量販店」などで、販売されています。 

・・簡簡単単にに取取りり付付けけらられれるるっってて本本当当？？  

住宅用火災警報器は、ネジやフックなどで、簡単に取り付けることができます。 

・・耳耳のの不不自自由由なな方方ののたためめのの装装置置ははあありりまますすかか？？  

  耳の不自由な方には、振動や光を発する等、音以外の方法で火災を知らせる装置

があります。 

・・本本当当にに効効果果ががああるるのの？？  

☆奏功事例☆ 

『一人暮らしの高齢者が住宅用火災警報器の警報ブザーに気づき、 

隣の部屋に行ったところ部屋中が真っ赤な炎に包まれていました。 

室内は燃えてしまったが、怪我もなく屋外に避難できました。』 

                             

（５）      伊  都  消  防  署  便  り         

◇新築住宅は… 

平成１８年６月１日から設置が義務になっています。 

◇既存住宅は… 

平成２３年６月１日から設置が義務になります。 

住宅用火災警報器等は設置しましたか？ 

伊都消防組合では、地域等の共同購入をおすすめしています！ 

まとめて購入すると… 

① 安価に購入できる。 

② 地域全体での安心感が向上する。 

③ 悪質な訪問販売を防止できる。   

住宅用火災警報器に関してのご

質問等がありましたら、消防署

までお問い合わせください。 

【お問い合わせ先】 

伊都消防組合消防署 予防係

電話 ２２－０１１９ 

皆様方からのご質問にお答えします！！ 

など、多くのメリットがあります。 



                             

         伊  都  消  防  署  便  り     （６）

  当消防本部では、体調を崩したり、怪我をしてしまった時、「救急車を呼ぶ程ではないが、診察してくれる

病院はないだろうか？」という方の為に医療機関の案内等を行なっています。 
  下記機関においても電話やインターネットで病院を探すことが出来るので、ご利用下さい。 

医療情報等によって受診される場合には、電話でご確認することをお勧めします。 

このような場合には、伊都消防署にお問い合わせください。 ☎ ０７３６－２２－０１１９

❤ 伊都地方休日急患診療所（土曜日 18時～21時、日曜日・祝日 9時～12時／13時～17時） 
    電話 ０７３６－４３－１５１３  

❤ 和歌山市夜間・休日応急診療センター（診療科目：内科・小児科・耳鼻咽喉科） 
    電話 ０７３－４２５－８１８１（夜間･休日の急病で受診が必要な場合に利用して下さい。） 

❤ 和歌山県救急医療情報センター（24時間体制で最寄りの医療機関を案内しています。） 
    電話 ０７３－４２６－１１９９ 

❤ わかやま医療情報ネット（県内の医療機関に関する情報をインターネットで提供するシステムです。） 
 http://www.wakayama.qq-net.jp 

❤ 子ども救急相談ダイヤル（毎日 19:00～23:00・専門の看護師・必要に応じて医師が相談に応じます。）
携帯電話・プッシュ回線 ＃８０００  ダイヤル回線・IP電話等 ０７３－４３１－８０００ 

 

午
前
中
は
、
庁
舎
見
学
と
救
急
車
・
消
防
業
務
の

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は
救
急
出
動
が

あ
っ
た
た
め
、
救
急
車
に
同
乗
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
経
験
ば
か
り
で
、
一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
救
急
車
に
初
め
て
乗
り
、
車
と
い

う
狭
い
空
間
の
中
に
、
救
命
の
た
め
の
物
品
（
持
ち

運
ぶ
鞄
内
の
物
品
も
含
め
）
が
使
用
し
や
す
い
よ
う

に
整
理
さ
れ
、
か
つ
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

一
日
の
体
験
を
終
え
、
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
体

験
が
あ
り
、
以
前
よ
り
救
急
業
務
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
病
院
で
は
、
豊
富
な
情
報

と
物
品
が
揃
い
、
症
例
に
あ
っ
た
も
の
を
事
前
に
準

備
で
き
ま
す
が
、
現
場
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
・
情

報
・
物
品
・
場
所
等
の
中
、
人
々
を
救
命
す
る
た
め

に
、
本
部
と
現
場
の
職
員
の
連
携
が
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
痛
感
し
、
伊
都
消
防
で
は
、
そ
れ
が
十
分
に

出
来
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
現
場
で
繋
い
で
く
れ

て
い
る
命
を
大
切
に
、
病
院
で
も
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
の
職
員
同
士
、
明
る
い
雰
囲
気
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
お
り
、
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
消
防
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
た

の
で
、
病
院
で
も
よ
り
一
層
、
職
員
が
力
を
合
わ
せ

仕
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

    

私
は
、
昨
年
九
州
で
の
約
七
ヶ
月
間
の
研
修
と
国

家
試
験
に
合
格
し
、
救
急
救
命
士
に
な
り
ま
し
た
。

七
ヶ
月
間
の
研
修
で
は
、
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し

日
々
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
試
験
勉
強
以
外
に
も
技

術
訓
練
・
救
急
隊
員
と
し
て
の
接
遇
・
法
律
な
ど
に

つ
い
て
も
学
ん
で
き
ま
し
た
。
一
分
一
秒
を
争
う
救

急
活
動
の
中
で
、
た
だ
傷
病
者
を
医
療
機
関
へ
搬
送

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
迅
速
に
そ
の
状
態
を
把
握

し
、
病
態
に
あ
っ
た
医
療
機
関
を
選
定
し
搬
送
す
る

こ
と
。
ま
た
苦
痛
を
和
ら
げ
、
傷
病
者
本
人
や
そ
の

家
族
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
、
救
急
救
命
士
と
い
う
立
場

で
何
千
回
と
出
動
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
傷
病
者
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
一
生
に
一
度

あ
る
か
な
い
か
の
こ
と
で
す
。
一
回
一
回
の
出
動
を

大
切
に
し
て
、
傷
病
者
を
自
分
の
家
族
と
思
い
、
誠

心
誠
意
、
最
善
を
尽
く
し
て
活
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

救急車までは必要ないけど…そんな時は！? 

平
成
22
年
９
月
に
紀
北
分
院
か
ら
４
名
の
職
員
を

招
き
、
救
急
車
同
乗
研
修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
救
急

医
療
週
間
中
は
同
乗
研
修
の
他
、
普
通
救
命
講
習
を
実

施
し
多
く
の
住
民
の
方
に
受
講
を
し
て
頂
き
、
救
命
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
紀
北
分
院 

 

「
救
急
車
同
乗
研
修
・ 

一
日
救
急
隊
を
終
え
て
」

三
宅 

祐
子 

救救

急急

車車

同同

乗乗

研研

修修

New 

救 

急

命

士 

救 

「
救
急
救
命
士
に
な
っ
て
」 

消
防
士
長 

日
浦 

佑
介 



                             

と
り
つ
け
よ
う 
 

命
を
守
る 

警
報
器 

 
  
 
 
 
 
 
 

高
野
口
小
学
校 

宅

間 

友

美 

 

つ
け
た
火
は 

つ
け
た
あ
な
た
が 

責
任
者 

 
 
 
 
 
 
 

天

野
小

学

校 

南
垣
内 

希
和 

消
し
た
は
ず 

い
え
い
え 

そ
の
目
で
た
し
か
め
て 

 
 

〃

 
 

民

谷 

実
咲 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ 

い
や
も
う
一
度 

火
の
確
認 

 

渋

田

小

学

校 

鈴

木 

翔

太 

火
の
し
ま
つ 

ひ
と
り
ひ
と
り
の 

こ
こ
ろ
が
け 

 
 
 
 
 

応

其

小

学

校 

木

原

 

葵 

守
ろ
う
よ 

町
の
み
ん
な
が 

消
防
士 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

九
度
山
小
学
校 

土

居 

聖
弥 

 

火
の
し
ま
つ 

最
後
の
点
検 

私
の
仕
事 

 
 

 

高
野
口
小
学
校 

大

谷 

珠
里 

念
に
は
念 

そ
の
心
が
け
が 

火
事
を
防
ぐ  

 
 
 
 
 
 
 

〃

 
 

清

水 

千

歳 

消
し
わ
す
れ 

小
さ
な
火
か
ら 

大
き
な
火 

 
 
 
 
 
 
 

〃

 
 

山

本

 

怜

奈 

ひ
の
し
ま
つ 

き
ち
ん
と
で
き
て 

あ
た
り
ま
え 

 
 

応

其

小

学

校 

大

林 

沙

帆 

火
の
始
末 

マ
ナ
ー
で
守
る 

み
ん
な
の
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

〃

 
 

松
井 

く
る
み 

み
つ
め
て
る 

あ
な
た
の
そ
ば
の 

ち
か
く
の
火   

  
  
 

〃

 
 

西

口 

水

晶 

火
遊
び
で 

な
く
な
る
命 

な
く
そ
う
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 
  

中

西

 

剛

彗 

火
の
始
末 

君
の
意
識
が 

火
事
な
く
す 

 
 

 

信

太

小

学

校 

小

林 

千

華 

き
え
た
か
な 

し
っ
か
り
火
の
も
と 

再
確
認 

 
 

〃

 
 

田

中 

友

梨 

火
の
チ
ェ
ッ
ク 

行
く
前
ね
る
前 

わ
す
れ
ず
に 

 
 

〃

 
 

前

田 

奈
於 

火
の
し
ま
つ 

わ
す
れ
ず
か
く
に
ん 

火
の
よ
う
じ
ん 

 

妙

寺

小

学

校 

氏

岡 

佑

介 

つ
け
な
く
ち
ゃ 

家
族
を
守
る 

報
知
器
を 

 
 
 

〃

 
 

井

上 

靖

浩 

火
の
始
末 

私
は
見
た
よ 

あ
な
た
も
見
て
ね 

 
 
 

〃

 
 

森

田 

咲
月 

あ
ぶ
な
い
よ 

火
事
の
最
初
は 

小
さ
な
火 

 
 
 

 

笠

田

小

学

校 

玉

置 

愛

永 

け
い
報
器  

つ
け
て
用
心 

ぼ
く
の
家 

 
 
 
 

 

渋

田

小

学

校 

西

中 

丈

瑠 

コ
ン
セ
ン
ト 

ほ
こ
り
の
や
ま
は 

火
事
の
も
と 

 
 

〃

 
 

南

 

結

友 
身
に
つ
け
よ
う 

命
を
守
る 

防
火
意
識 

 
 

三

谷

小

学

校 

大

原 

由
暉 

火
を
だ
さ
な
い 

あ
な
た
の
お
も
い 

大
切
に 

 

志

賀
小

学

校 

南
之
園 

翔
太 

備
え
よ
う 
け
む
り
感
知
器 

各
部
屋
に 

 
 
 
 
 
 
 

九
度
山
小
学
校 

松

山 

旺
樹 

チ
ェ
ッ
ク
し
て 
火
の
も
と
し
っ
か
り 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？  

河

根

小

学

校 

上
土
谷 

香
音 

（
敬
称
略
） 

（７）      伊  都  消  防  署  便  り        

少
年
期
か
ら
防
火
に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
家
庭
及
び
学
校

生
活
に
お
い
て
火
災
予
防
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
管

内
の
各
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
５
年
生
を
対

象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
応
募
作
品
を
厳
正
に
審
査
し
た
と
こ
ろ
次
の
方
々
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

笠

田
小
学

校 

南 
 

真
生 

〃 
 
 
 

木
村 

颯
汰 

四

邑

小

学

校 

西
沢 

憲
生 

 
 

〃 
 
 
 

西
川 

洋
亮 

 
 

〃 
 
 
 

松
山 

直
樹 

渋

田
小
学

校 

別
宮 

妃
奈
乃 
 
 

〃 
 
 
 

岡
村 

尚
哉 

大

谷

小
学

校 

本
城 

遥
登 

妙

寺

小
学

校 

宮
部 

ひ
よ
り 

古

沢

小
学

校 

下
坊 

舟
人 

 
 

他
佳
作
25
名
（
敬
称
略
） 

笠

田
小
学

校 

黒
田 

那
知 

〃 
 
 
 

門  

杏
優 

 
 

〃 
 
 
 

中
阪 

一
貴 

渋

田
小
学

校 

智
多 

祐
太 

大

谷

小
学

校 

清
水 

悠
生 

妙

寺

小
学

校 

高
野 

睦
雅 

〃 
 
 
 

上
峠 

歩
未 

 
 

〃   
  
   

川
崎 

亜
友 

 
 

〃 
 
 
 

西
岡 

瑞
起 

九
度
山
小
学
校 

北
川 

未
歩 

応

其

小
学

校 

福
永 

梨
乃 

〃 
 
 
 

安
川 

佳
吾 

高
野
口
小
学
校 
廣
西 

佑
哉 

〃 
 
 
 

西 
 

菜
々
穂 

信

太
小
学

校 

岩
倉 
吏
玖 

他
入
選
15
名
（
敬
称
略
）

応

其

小
学

校 

土
井 

茉
鈴 

〃 
 
 
 

中
本 

隼
輔 

高
野
口
小
学
校 

上
垣
内 

ね
ね 

〃 
 
 
 

林
田 

貴 

信

太
小
学

校 

守
内 

晴
美 

最
優
秀
賞 

佳 

作

優
秀
賞 

入

選 

優

良

優

秀

特

選 

防火標語 

防火ポスター 平
成
22
年
度 

防
火
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品 

!!

!! 



                         

 

         伊  都  消  防  署  便  り     （８）

平
成
22
年
６
月
15
日
に
和
歌
山
市
消
防
局
西
消
防
署
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
和
歌
山
県
消
防
救
助
技
術
会
の
各

種
目
に
職
員
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
救
助
技
術
を
安
全
、
確
実
及
び
迅
速
に
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
参
加
し
た
隊
員
は
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
応
用
登
は
ん
種
目
に
参
加
し
た
門
誠
・
山

本
健
之
組
は
１
位
と
な
り
、
８
月
27
日
に
京
都
市
消
防
活
動

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

に
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

◆
和
歌
山
県
大
会 

【
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
】 

 
 

門
誠
・
山
本 

健
之
組
（
１
位
） 

【
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
】 

藤
田
勝
彦
・
岡
本
修
明
・
堀
隼
夫
・
岡
昭
宏
（
５
位
） 

松
下
正
・
山
本
康
人
・
西
口
和
希
・
辻
本
雅
洋
（
６
位
）

下
村
清
隆
・
山
本
秀
樹
・
平
山
晃
男
・
嶋
田
雅
一
（
７
位
）

【
は
し
ご
登
は
ん
】 

 
 

西
山
秀
男
（
９
位
） 

◆
全
国
大
会 

【
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
】 

門
誠
・
山
本 

健
之
組
（
入
賞
） 

昨
年

10
月
に
平
成
22
年
和
歌
山
県
消
防
職
員
意
見

発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
の
代

表
と
し
て
山
本
秀
樹
消
防
士
長
が
出
場
し
ま
し
た
。 

発
表
会
で
は
現
在
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る
救
急
車
の

不
適
正
利
用
等
を
テ
ー
マ
に
提
言
し
、
題
名
「
心
に
届

け
！
」
で
見
事
に
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

         

ま
た
、
一
昨
年
に
同
じ
く
和
歌
山
県
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
岡
中
秀
暁
消
防
士
長
は
県
の
代
表
と
し
て
、

昨
年
４
月
に
京
都
府
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

で
開
催
さ
れ
た
東
近
畿
支
部
消
防
職
員
意
見
発
表
会

に
進
出
し
、
題
名
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
で
堂
々

と
し
た
意
見
発
表
を
行
い
入
賞
し
ま
し
た
。 

生地 直美 様 

住
民
感
謝
状
贈
呈 

積
極
的
な
行
動
で
命
を
救
う
！ 

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
出
場

消

防

職

員

意

見

発

表

会消防士長 
岡中 秀暁 

 

平
成
22
年
10
月
、
食
事
中
の
男
性
が
喉

に
物
を
詰
ま
ら
せ
意
識
が
な
い
呼
吸
停
止

の
傷
病
者
に
対
し
て
素
早
く
通
報
し
、
躊

躇
な
く
行
っ
た
応
急
手
当
（
胸
骨
圧
迫
）

等
に
よ
り
、
大
切
な
命
を
救
っ
た
功
績
を

讃
え
感
謝
状
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。 

消防士長
山本 秀樹 


